


















































































































































































































































































































































































































































































































































戸田裕美子（2015）「流通革命論の再解釈」マーケティング・ジャーナル、Vol. 35 , No. 1
中内功（2000）『流通革命は、終わらない』日本経済新聞社。
林周二（1962）『流通革命─製品・経路および消費者─』中央公論社、増訂版、1977。（1964）『流通
革命新論』中央公論社。
風呂勉（1968）『マーケティング・チャネル行動論』千倉書房。
森下二次也（1960）『現代商業経済論 : 序説＝商業資本の基礎理論〔改訂版〕』有斐閣。
　　──（1995）『流通組織の動態』千倉書房。
矢作敏行（1994）『コンビニエンス・ストア・システムの革新性』日本経済新聞社。
9） 矢作が注目した流通革命の主体としてのコンビニは、奇しくも林が描いた未来の流通の実現だったと言
える。林と矢作の違いは、流通システム化は共通であったが、矢作が佐藤の議論の延長線上にチェーンを
基盤とした PB開発を位置付、組織体制に注目した点にある。
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